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―Die Idee von jungem Schubert―
村 田 千 尋
Ⅰ　はじめに
　【糸を紡ぐグレートヒェン】　シューベルト Franz Peter Schubert（1797-1828）が彼の最初の





れ〈meine Ruh ist hin私の安らぎは去り…〉という同一の詩節によって始められている。シュー
ベルトは「標題節」とでも呼ぶべきこの詩節に対して、すべて同一の音楽を与えている。ゲー
テ Johann Wolfgang von Goethe（1749-1832）が設定したヤンブス２詩脚という歯切れのよい詩
型に対して、シューベルトは２小節を単位とした短いフレーズを畳みかけるように重ねる。と
ころがここにおいて既に、シューベルトの工夫がみられる。彼は第３行〈ich fínde sie nímmer









1　1814年 10月 19日を「ドイツ・リートの誕生日」と呼んだのはビ （ーBie 1926/1960）が最初と思われ、その後、





























た。その中では、シラー Johann Christoph Friedrich von Schiller（1759-1805）とマティソン
Friedrich von Matthisson（1761-1831）の詩が多数選択されていること（Koch 1992, Dürhammer 
1999, Kube 2007, Martin 2007）、「死」と「嘆き」をテーマとした歌詞が多いこと（Nettheim 
1990, Schroeder 1994, McCelland 2003）、バラーデが多く（Kube 2007）、特にツムシュテーク















　シラーはシューベルトが最も好んだ詩人の一人であり、《乙女の嘆き Des Mädchens Klage》





D15/ D15A（1812年）から《人生の歌 Lebenslied》D508（1816年 12月）まで、29曲（他に
多声音楽８曲）が作られている。
　初期のシューベルトが複数曲を作っているもう一人の詩人、フケー Friedrich Heinrich Carl 
Baron de la Motte Fouqué（1777-1843）は《ウンディーネ Undine》（1811）で知られるロマン主
義小説家であり、シューベルトは彼の詩によって、生涯に５曲を作っている。
　他の７編は異なる７名の詩人によって作られている。この内、他の時期にも作曲例があるの
は２名である。ヘルティー Ludwig Christoph Heinrich Hölty（1748-76）はシューベルトにとっ
ても比較的重要な詩人であり（全 22曲）、他の作曲家が用いることも多い、当時の流行詩人と





完）として、異なる番号（D15, D15A）が与えられている。逆に、シラーの詩による《潜水者 Der Taucher》









D番号 作曲時期 曲　名 詩　人 詩形式 音楽形式 備　　考 NSA
































上昇・下降の音型　→ D15A, D116, D494
ⅶ,
188





風の描写　　　　 　→ D15, D116, D494
ⅶ,
190

































































































































いうことができる（村田 1997; 101-112, 236-241）。また、ロホリッツ Johann Friedrich Rochlitz













D番号 作曲時期 曲　名 詩　人 詩形式 音楽形式 備　　考 NSA






























108 1814,7 Der Abend Matthisson 4L5S
T4
混合　Rez. ⅠA-ⅡA-ⅢA-ⅣRez.-ⅤA ⅶ,31


















An Laura Matthisson 6L4S
T5
変奏（通作的） ⅠA-ⅡB-ⅢB’-ⅣB” ⅶ,48






















＊ D116→ D15, D15A, D494
4　なお、シューベルトによる最初の歌曲と考えられている《人生の夢 Lebenstraum》D39（未完）について、










創作年代 6／律格種 Trochäus Daktylus Jambus Anapäst Amphybrachs
Ⅰ　D5-117（1810-14） 53％ 0％ 34％ 3％ 9％
Ⅱ　D118-530（1814-17） 41％ 2％ 47％ 0％ 5％
Ⅲ　D531-827（1817-1825） 26％ 4％ 55％ 2％ 6％
Ⅳ　D828-965A（1825-28） 24％ 6％ 59％ 0％ 11％
計 34％ 3％ 51％ 1％ 7％
表３　年代別、詩脚数の傾向
創作年代／詩脚数 1－ 2 3－ 4 ５－
Ⅰ　D5-117（1810-14） 9％ 53％ 28％
Ⅱ　D118-530（1814-17） 3％ 74％ 15％
Ⅲ　D531-827（1817-1825） 9％ 62％ 15％
Ⅳ　D828-965A（1825-28） 8％ 83％ 5％










前の習作期（1810年から 14年 10月 16日まで／ D5～ D117）、第Ⅱ期＝《糸を紡ぐグレートヒェン》に始
まるリート創作の第１のピーク（1814年 10月 19日から 17年２月まで／ D118～ D530）、第Ⅲ期＝《死と
乙女 Der Tod und das Mädchen》D531に始まる、朗誦リートの創作期（1817年２月から 25年頃まで／ D531








創作年代／詩節数 2－ 4 5－ 9 10－ その他
Ⅰ　D5-117（1810-14） 44％ 28％ 13％ 16％
Ⅱ　D118-530（1814-17） 42％ 33％ 8％ 16％
Ⅲ　D531-827（1817-1825） 39％ 22％ 5％ 31％
Ⅳ　D828-965A（1825-28） 46％ 38％ 2％ 16％






















































ich bebend nur Klageton私は震えながら嘆きの音だけを聴く〉に対して、〈nur Klageton嘆き
の音だけ〉を強調するために〈nurだけ〉の前に休符を置いている。第２節〈weh mir, saß ich 




い〉の間であるため、この休符にさほど違和感はないが、第３節〈möcht ich gern in mein Grab 
entfliehn私は喜んで私の墓の中へ逃げたい〉では前置詞である〈in中へ〉と名詞〈mein Grab


























では第１節の〈wenn zwölfmal den Hammer die Mitternacht hebt真夜中が 12回ハンマーを振り
上げると〉という歌詞に続く長い間奏において、低音の付点２分音符が 12回鳴らされ、しか
もシューベルトはそこに１から 12までの数字を書き込んでいる。これが真夜中を告げる鐘の




































られない。これに対して、《彼方からの歌 Lied aus der Ferne》D107は変奏有節形式の初稿に
対して、言葉の繰り返しを取りやめ、純粋有節形式に改めている。《エマに An Emma》D113
は旋律と伴奏に手を加え、更に、３連符を多用した２／４拍子から６／８拍子に、拍子を変更

































































































































































































































































































die Hímmlische, wíll’s nicht verságen天上の者である私は断らない〉、第４節第４行〈nach der 
schönen Líebe verschwúnd’ner Lúst美しい愛の喜びが失われてしまった後で〉、および第４節第
５行〈sind der Líebe Schmérzen und Klágen愛の苦しみと嘆きは〉では弱拍が追加され、あた
かもアナペストのようなリズムとなっている。シューベルトは第１作 D6を作るにあたって、
第３節第５行冒頭の〈ich私〉を４分音符に置き、更にその後に８分休符を配することによっ
て、〈ích, die Hímmlische, wíll’s nicht verságen〉というリズムを作り出し、第４節第４行につ
いても、〈nach後で〉を付点４分音符に配置してアクセントを与えて〈nách der schönen Líebe 
verschwúnd’ner Lúst〉に、第４節第５行では〈sind～である〉に同じく付点４分音符分の音価
（４分音符＋８分音符）を与えることによって〈sínd der Líebe Schmérzen und Klágen〉と変更
している（シューベルトが《乙女の嘆き》第１作について、詩の読みを変更しているのはこの




はアンフィブラックであり、第２節第１行は〈rasch tánzen um Gräber und mórsches Gebéinす
ぐにも墓と朽ちた屍の周りで踊る〉と読まれる。これに対してシューベルトは第１作 D15、お
よび第２作 D15Aにおいて、〈raschすぐに〉と〈tanzen踊る〉のアクセントを交替させ（転置
















クの影響を重視しており、《ハガルの嘆き Hagars Klage》NSA, Ⅳ, ⅵ, 186、《愛の歌 Lied der 
Liebe》NSA, Ⅳ, ⅶ, 202、《期待 Die Erwartung》NSA, Ⅳ, ⅶ, 203、《騎士トッゲンブルク Ritter 
Toggenburg》NSA, Ⅳ, ⅹ, 287を同全集の参考楽譜として掲載している。
　19世紀初頭において、リートの世界で最も強い影響力を持っていたのは、ベルリン・リー
ト楽派のライヒャルト Johann Friedrich Reichardt（1752-1814）であろう。彼もまた、シューベ
ルトに影響を与えたことは明らかであり、やはりシューベルトによる《ゲーテのイフィゲニー















12　次の２曲が知られているが、いずれもリートではない。D Anhang Ⅲ, 4 Kanon “Hoffnung Kind des 
Himmels”、D Anhang Ⅲ, 5 “Chor der Derwische”
13　シューベルトはベートーヴェンのリート《星空の下の夕べの歌 Abendlied unterm gestirnten Himmel》
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